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4は じ 齢 に

各都 市 の街 頭 騒 音 の実 態 につ い ては 多 ぐの報告 が あ るが 、 本学 の所 在 して

い る東 京 都 品川 区 の街 頭騒 音 につい ては ま だ報 告 され てい な い。 著 者 らは、

昭和45年1i月17日 か ら12月7日 ま で(日 曜 日を除 く)に わ た っ て東

京都 品 川区 の街 頭騒 音 の実態 を 調査 したの で こ こに報 告 す る。

2調 査 の 方 法

測定 地 点 は 日地 出版 株 式 会 社 発 行 の 「東 京都 区 分 図 、 晶 川区 詳 細 図」(地

図 の四辺 は500m間 隔 に区 分 され て い る。)を 用 い 、 四辺 の500m間 隔

の印 を基 点 と し四辺 に平 行 に 直線 を引 い て.そ の交点7◎ 地 点 と した 。時 間

はrga.m冖5P.m.・ 測 定 は 、JISClXO2に よ り行 ない 、 各地 点 の

騒 音 レベ ル(A特 性)をMedian澄 よび90°oRangeで 求 め た。

3調 査 成 積 と 考 察

(1)全 地 域

東 京都 品 川 区 に澄 け る全 地域 の騒 音 レベ ル(贓edlan瀞 まび90%Range

上端 値妻 下端 値)を5ホ ン間 隔 で み た頻数 分 布 は表1の 通 りで ある。

譲a全 地 域 騒 音 レ ベ ル(脇edi舳 お よび90%

Range上 端 値、 下 端値)の 頻 数 分 布(%)

レベ ル Median

90°bRange

上 端 値

90° °Range

下 端 値

計 70(100.0)
k

70(100.0) 70(100.0)

36-40

41--45

46--50
し

5.1-55

×5.6-60

61--65

㎝

2(2.9)

11(15.7)

13(1.S.6.

19(27ほ)

7(10.0)

2(2.9} .
3(4.3)

17(24.2)

9(12.9)

1(1.4)

912.9)

18(25。7)

16(22.9)

S(11.4)

・11(15。7)
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66--74

71-7じ5

26--80

8--85

*'1

9(.12.9)

5(7,1)

3(4.3)

1(1.4}

9(12,9)

13(18.6)

10(1.4.2)

6(8.6冫

1(L4)

6(8.6)

i(1.4)

M 59 68 54

S.D. 9
}10 8

70地 点 の平 均 騒 音 レベ ル(Midian論 よび90%Range)は59(68
、

54)ホ ン(A)で ある。

(2)用 途 地 域 劉 比較

本 調 査 で の住 居 地域36地 点 、 商業 地 域8地 点 、工 業 地 域26地 点 につ き

各 地 点 の騒 音 レベル 1(Medlan黔 よぴ90%Range」 二端 値 、 下端値)は 表2、

3、4、 の 通 りで あ るo

表2住 居 地 域 騒 音 レ ベ ル(Medianお よび90%

Range上 端値 、 下 端値)の 頻 数 分 布(%)

レ ペ 丿レ Median

9◎%Ra簸ge

上 端 値

90%Range

下 端 値

計 36110-0.0) 36(董0α0) 36(100.0)
36-40

41--45

46--50

51-55

5660

61-65

66-一?0

71.一 一?5

76--80

81-85

8・6-90

2(5.6)

11(30.5)

7(19.4)

9(25.0)

3(8.3)

2(5.6

1(2.8)

1(2,.8}

2(5.6

3(8.3

9{25.0)

6(16.6)

5(13.9)

7'(19.4

2(5.6)

2(5.6)

1(2.8冫

9(25.0)

13(36.1:)

?(19.4)

3(8.3)

1C2.8

2t5-6

M 55 65 50

S.1). 8 9 7
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表3商 業 地 域 騒 音 レ ベ ル(Medianお よび90%.

Range上 端 値、 下 端値)の 頻 数 分 布(%)

レベル Median

90%鶏a瑜ge

上 端 値

90%"an窪e

下 端 値

計 8(100.0) ,8(10⑪.0) 8(10(1.0)

36-4d

41門45

46-5◎

51門5⑥
冒

56-60

61-65

66--70
、

71--75

7a‐sa

81--85

56-90

「

1(12.5)

2(25.0)・

2'(25.0) 「

2C2.5.0.

1(12.5)

唱

1(12.5)

1(12.5)

1(12.5)

2(25.0)

1(12.ri}

2(25.0}

～

3(37.5)

2(25.0)

3(37.5)

"

M 64 72 58

S.D. 7
i

S 4

表4工 業 地 域 騒 音vベ ル(Medianお よび90%

Range上 端値、 下 端値)の 頻 数 分 布(%)

レ ベ ノレ Medlan

90%Range

上 端 値

90彩Ra漁 £{う 型

下 端 値
鞠」

計
日に

籌2L6(ユ00.0) 2h(100.0) 26(100.0)

36⑪ 一40

41-4'5

46-50

51-55

56-一 一6Q

61-65

66--70

71-7

76-8-0

81--85

86-90

一

5(19.2)

8(3Q.8)

2C7.7)

5(-19.2)

4(153)

i(3。9)

1(3.9)

7(.26.9)

2(7.7)

3(11.&)

4(15.3)

7{26.9)

2C7.7
_1(3.9)

5(19.2)

6(23.1)

3(11.6}

7(26.9)

4(15.3)

1(3.9)

1VI 64 ?6 59

s.U. 8
鼻

5 18
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住 居地 域36地 点 のi'Vledian平 均は55ホ ン(A)で 最 も低 ぐ、 商 業 、工 業

の2地 域 は64ホ ン(A丿 で、 住 居 地域 より9ホ ン(A)高 い。

90%range上 端 値(95percenti1e値 ♪の平 均値 でみ る と、 住 居

地域65ホ ンで最低 、 次 い で商 業地域72ホ ン、 工 業 地域 は76ホ ンで 最 高0

90%Range下 端値(95percemtito値)の 平均 値 でみ る と、 住 居

地域50ホ ンで最 低 、 次い で 商 業地 域58ホ ン、 工 業 地域 は59ホ ンで最 高

で ある。

表2、3、4を み る と住 居 地域 ではMedianは 平均 値 で55ホ ン で ある が、

約 半数 の地 点 が55ホ ン をこ え て澄 り、 さ ら に90%Range上 端 値 の・平 均

値 誇 よび そ の変 動 巾 を考 慮 にいれ る と、 住 居 地 域 は 相 当 の レベ ル の騒 音 が あ

る もの と思 われ る。 商 業 地 域工 業地 域 では さ らにそ れ が激 しい 。

住 居地 域 の90%Rang・.上 蜥 勸 ミ非 常 に 高い の は、 飛行機 の 通過 の時 で

あ 如、 当区 が羽 田 飛行 場 に近 く、 か な り低空 を通過 す るた め と思 わ れ る。

住 居地 域 のMedianが か な り 高い と ころに ある のは 、 自動 車 の通 行 量 が 多

か った た めで ある。

商 業地域 と工 業 地 域 の騒 音は 、o.ぼ 同程 度 で あ る。

90°/vRange上 端 値 と平 均値 の変 動 巾 の点 で、 工 業地 域 が商業 地域 よ わ

も高 い のは 都 道 が多 か っ た た め と思 われ る。

吉 海 公輔 ・ 相 沢 ・龍 両氏 の報告 と同様 に、 騒 音 対 策 には90劣Range上

端 値 が重要 な意 味 を もっ てい る こ とが わか っ た。

(3>道 路 種 類 劉 比較

国 道 は第 一一京浜 、第 二 京 浜 の2地 点 で、 前者はMedian75、90%協 广

nge上 端 値82・ 下端 値68。 後 者 はMedian76 、9000Range上 端 値

8ユ 、90%Idange下 端 値67で ある。

都 道、 区 道、 私 道 につ い ては表5、6、7で 示 す。
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表5都 道 騒 音 レ ベ ル(Medianお よび90%

Range上 端値 、 下 端 値)の 頻 数 分 布(%)

レベ ル Median

90%魏ange

上 端 値

90°6Range

下 端 値

計 70000} 7(100.0) 7(100.4

36--40

43--4fi

46--50

51--55

56-60

61--65

66-?0

71-75

76-80

81--85

86-90

1(14.3)

4C57.1)

1(T4.3)

1(14.3)

4(57.1

2(28.6)

1(14.3)

4C57.1)

2(-28.6)

1(14.3)

NI 74 80 66

S・D. 6 4 5

表6区 道 騒 音 レ ベ ル(Media"お よび90%

Range上 端 値、 下 端値)の 頻 数 分 布(%)

レいミル Median

90%li,ange

」二 端 値

90%range

下 端 値

計 39(10α0) 39(100.0) 39(100.0)

36-40

41--45

4h-一 ・5Q

51-55

56--6Q

61--G5

66--70

71-75

76--80

81--85

86--90

8(20.5)

7(17.9)

12(30.8}

6(15.4)

5(12.8)

1(2.6)

9(23.1)

9(23.1)

x(15.4)

8(20.5)

5(12.8)

蘿(5.1)

一

1(2.6)

4(10.3)

13133.3)

9(23.1♪

5(12.8)

5(12.8)

2(5.1)

一

M 58 68 53

S・D. マ 8 7
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表7私 道 騒 音 レ ベ ル(Medianお よび90%

Range上 端 値、 下端 値)の 頻 数 分 布(%)

レ ベ ノレ
Med三an

i
gQ°oRange

上 端 値

90%Range

下 端 値

計 14(100.0) 14(100.0) 14(100.0

36--40

41-45

46-50

51--55

56--6p

61-一.65

66--70

7レ ー ・7る

76-80

8レ ー85

86-90

2(14.3)

3{21.4)

4(28.F)

4(28.6)

i(7.i}

2(.14.3)

2(14.3)

7(50.◎}

1(".1)

2(14.3)

5(35.7)

3(2L4)

4(28.6)

2(14.3)

一

監

M 53 59 43

s・D-7 8
}
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尼 崎市、長崎市の調査では、国道〉県道〉市道〉私道の順 で道路種 類別 に

差がみられたが、今回の調査で も国道 の例を除 き、 都道〉区道〉私道 の順で、

明 らか な差 が認められ る。

都道で、上端値変動 南は狭 く高い レベルにある。 これは騒音 レベルの大 き

い トラックが通過 した ことを示も てい る。

区道が都道 に比べて騒音 レベル が低 ぐなっている ことは、 騒音 レベルの高

い車両の通過が少ない ことを反映 している と考え られ る。

さらに私道 の騒音 レベルが低い ことは、道路巾が狭 く、車 両の通過が困難

なことを示 してい る。

当区に澄い て も車両 の通行制限 を行なっている道路が あるが、該 当地点が

1カ 所 のため特別な所見は得 られ なかった。

今 回 の調査で街 頭主要騒音源は交通騒 音で あり、交通騒 音以外の一般騒 音
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は少 な か った。

街 頭 騒 音 対策 として は、 自動 車 の騒 音対策 をま ず考 え る必 要 の あ るこ とを

示 して い る。1

4む す び

東京 都 品 川 区 の街 頭 騒 音 の実 態 を あ きらか にす る た め に・70地 点 の街 頭

騒 音 の 測定 を行 な った。

(1)品 川区 瞳 け る70地 点 の平 均 騒音 レベ ル(Medi・n紘 び90%

Range)は 、59(68、54)ホ ン(A)で ある。

用 途地 嬲 呼 均騒 音 レベ ル は工 勦 域64(76・59)ホ ン(A)・ 麒

繊64(72,58)ホ ン(A)〉 住居 地 域55(65,50)(A)で ある・

(2)道 齷 類 別 の騒 音 レベル は 、 都 道74(8・ ・66)ホ ン(A)〉 区 道

58(68,53)ホ ン(A)〉 私 道53(59・49)ホ ン(A)の 順 で あ る・

文 献

1)庄 司 光 他;都 市騒 音 に関す る研 究(第1報)無 作 為 抽 出 法 に よ

る尼 崎 市 の騒 音 調査 、 日本 公 衆衛 生雑 誌12(12)1-91965

2)相 沢 龍 清 海 公 輔 ・ 用途 繊 別 ・ 道路 種 翻 脈 み た長 崎 市 の都 市

騒 音 、第26回 日本 公衆 衛 生 学 会講 演 集No・3、176・1968

3)吉 海 公輒 相沢 龍 ・ 深 夜 者肺 騒 音 の疑垂眠 に及ぼ す 影響(卸 報)

長崎mの 深 夜 街頭 騒 音 の実 態 、 日本 公衆 衛生 雑 誌17(8)423-

425,1970

一42


